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か
つ
て
な
い
耐
久
性
能
で

プ
ロ
農
家
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

 

サ
タ
ケ
は
、大
規
模
農
家
や
営
農
集
団
向
け
と

し
て
、耐
久
性
を
向
上
さ
せ
た
穀
物
用
遠
赤
外

線
乾
燥
機
お
よ
び
籾
摺
機「
S
A
X
E
S（
サ
ク

セ
ス
）」シ
リ
ー
ズ
を
新
発
売
し
ま
し
た
。消
耗
部

品
の
材
質
変
更
や
熱
処
理
に
よ
る
耐
摩
耗
性
の

強
化
、高
グ
レ
ー
ド
品
の
採
用
な
ど
に
よ
り
、従

来
機
に
比
べ
耐
久
性
が
向
上
し
ま
し
た（
遠
赤
外

線
乾
燥
機
の
場
合
1・5
〜
3
倍
）。部
品
寿
命
が

延
び
る
こ
と
で
、稼
働
中
の
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
の
低
下
が
期
待
で
き
、ユ
ー

ザ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、従

来
機
種
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、前
面
操
作

部（
フ
ロ
ン
ト
カ
バ
ー
）な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新

し
、シ
リ
ー
ズ
に
統
一
感
を
持
た
せ
ま
し
た
。

　

同
シ
リ
ー
ズ
の
機
種
構
成
は
、遠
赤
外
線
穀
物

乾
燥
機
が
処
理

量
30
石
か
ら
65

石
ま
で
の
8
機

種
、籾
摺
機
が

籾
摺
ロ
ー
ル
5

イ
ン
チ
タ
イ
プ

の
1
機
種
で

す
。（
2
面
へ
続
く
）
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新ブランドで誕生

　

製
粉
機
事
業
分
野
の
営
業
マ
ン
と
し
て

96
年
に
入
社
し
た
私
は
、精
米
市
場
に
直

接
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

光
選
別
機
の
需
要
が
精
米
市
場
に
お
い

て
、飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く

知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

サ
タ
ケ
は
当
時
、米
用
と
雑
穀
用
に

別
々
の
機
種
を
製
造・販
売
し
て
い
ま
し
た

が
、私
が
担
当
し
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
地
域

で
は
ほ
と
ん
ど
雑
穀
用
の
光
選
別
機
が
売

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。雑
穀
用
と
し
て

は
サ
タ
ケ
Ｕ
Ｓ
Ａ
社
製
の「
ス
キ
ャ
ン
マ
ス

タ
ー
」が
主
流
で
し
た
の
で
、同
社
の
営
業

責
任
者
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

彼
ら
の
販
売
実
績
を
参
考
に
推
進
を
始

め
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、最
初
に
注
目
し
た
の
が
ベ
ト

ナ
ム
の
コ
ー
ヒ
ー
市
場
で
す
。当
時
す
で
に

ブ
ラ
ジ
ル
に
次
い
で
世
界
第
２
位
の
コ
ー

ヒ
ー
生
産
国
で
あ
り
、ロ
ブ
ス
タ
種
に
限
れ

ば
第
１
位
で
し
た
。多
く
の
コ
ー
ヒ
ー
豆

を
輸
出
し
て
い
て
、輸
出
に
必
要
な
品
質

を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、大
手
の
コ
ー
ヒ
ー

輸
出
業
者
は
精
度
の
高
い
不
良
品
選
別

が
不
可
欠
な
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。そ
こ

で
月
１
回
は
現
地
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
地
を

訪
問
し
て
輸
出
し
て
い
る
業
者
へ
営
業
推

進
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、今
ほ
ど
競
合
他

社
も
無
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、訪
問
す
れ

ば
必
ず
１
台
は
受
注
で
き
ま
し
た
。

　

ス
キ
ャ
ン
マ
ス
タ
ー
は
運
転
調
整
が
手
動

ダ
イ
ヤ
ル
式
で
、調
整
が
と
て
も
シ
ン
プ
ル

で
し
た
。ま
た
、当
時
の
ベ
ト
ナ
ム
を
含
め

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
な
じ

み
が
な
く
、ダ
イ
ヤ
ル
調
整
の
ほ
う
が
現
地

の
ニ
ー
ズ
に
適
し
て
ま
し
た
。

　

ス
キ
ャ
ン
マ
ス
タ
ー
自
体
も
非
常
に
安

定
し
た
性
能
で
評
判
に
な
り
、ま
た
同
時

に
現
地
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
も
し
っ
か
り
構

築
し
た
こ
と
で
、多
く
の
お
客
様
に
満
足

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、ベ
ト
ナ
ム
だ
け
で
も
１
０
０
台

以
上
が
納
入
さ
れ
、多
く
が
今
で

も
現
役
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。

oooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooopppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeennnnnnnn uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuppppppppppppppppppppp    aaaaaaaaaaaaaaaaaa  fffffffffffffffrrrrrrrrrrrrrrrrrrrooooooooooooooooooooonnnnnnnnnnnntttttttttttttttttttttttttiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiieeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeerrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrr...........

大切な未来のために、
私たちがチャレンジすること。

oooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooo

新しいことにどんどん手を挙げて挑戦できる。

「出る杭は打たれる」という言葉があるが、サタケは違う。

出る杭は引き抜いて、鍛え上げて太い柱に育てる。

私たちを取り巻く食料問題、環境問題。

人間の創造力無くしての解決は難しい。

新しいことを生み出すチカラを育て、活かす。

それが、サタケの使命。 nnnnnn uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppp aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa fffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffffrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooonnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnntttttttttttttttt出る杭になれ。
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佐
竹
鉄
工（
所
在
地
：
広
島
県
東
広
島
市
豊

栄
町
）は
こ
の
た
び
、国
土
交
通
大
臣
よ
り
鉄
骨

製
作
工
場
認
定
制
度
に
お
け
る
M
グ
レ
ー
ド
の

認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
サ
タ
ケ
が
穀
物
加
工
プ
ラ
ン
ト
の

建
設
を
請
け
負
う
際
、必
要
と
な
る
鉄
骨
に
つ
い

て
は
す
べ
て
外
部
の
製
作
会
社
よ
り
供
給
を
受

け
て
い
ま
し
た
。し
か
し
近
年
、建
築
需
要
の
増

大
に
伴
い
鉄
骨
な
ど
建
築
資
材
の
需
要
が
ひ
っ

迫
し
て
お
り
、安
定
的
に
調
達
す
る
う
え
で
の
懸

念
材
料
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
懸
念
を
軽
減
す
る
た
め
、サ
タ
ケ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
鉄
骨
製
作
の
一
部
内
製
化
を
決

め
、製
作
に
必
要
な
鉄
骨
製
作
工
場
認
定
を
取
得

す
べ
く
、準
備
を
進
め
て
き
た
結
果
、昨
年
12
月

26
日
付
け
に
て
同
M
グ
レ
ー
ド
の
認
定
を
取
得
、

本
年
1
月
26
日
に
認
定
書
を
受
領
し
ま
し
た
。

　

M
グ
レ
ー
ド
の
認
定
取
得
に
よ
り
、製
作
す
る

鉄
骨
に
つ
い
て
建
物
高
さ
や
延
床
面
積
な
ど
建

物
規
模
に
よ
る
制
限
が
無
く
な
り
ま
す
。今
後
は

よ
り
一
層
、鉄
骨

製
作
の
内
製
比

率
を
高
め
、資

材
の
安
定
供
給

を
図
る
と
と
も

に
、き
め
細
か
な

対
応
で
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
プ
ラ
ン
ト
建

設
に
努
め
る
考

え
で
す
。

佐
竹
鉄
工
が
鉄
骨
製
作
工
場
・

M
グ
レ
ー
ド
認
定
を
取
得

　

サ
タ
ケ
グ

ル
ー
プ
の
生
産

部
門
を
受
け
持

つ「
株
式
会
社
東

北
佐
竹
製
作
所

（
所
在
地
：
岩

手
県
北
上
市
）」

は
、3
月
14
日
に

創
業
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
農
業
機
械
化
時
代
が
到
来
し
、顧

客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
体
制
の
確
立
が

急
が
れ
て
い
た
1
9
6
8
年
、米
ど
こ
ろ
の
東
北

地
方
で
物
流
に
適
し
た
北
上
市
に
、量
産
機
種

で
あ
る
農
家
用
乾
燥
調
製
機
械
の
生
産
工
場
と

し
て
社
員
65
名
で
同
社
は
創
業
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
農
業
の
大
規
模
化・集
約
化
が
進
み
、

量
産
体
制
か
ら
多
品
種
少
量
生
産
へ
、変
化
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、現

在
は
作
業
工
程
の
自
動
化
や
従
業
員
の
社
内
外

研
修
な
ど
に
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
下
文
雄
取
締
役
工
場
長
は「
こ
の
50
年
で

2
度
の
洪
水
被
災
や
東
日
本
大
震
災
、過
去
3

度
の
T
P
M
賞
※
受
賞
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
経
験
し
ま
し
た
。今
後
も
環
境
の
変
化
に
迅

速
に
対
応
し
、高
品
質
な
製
品
づ
く
り
や
生
産

技
術
革
新
が
継
続
で
き
る
工
場
と
し
て
、全
社
一

丸
と
な
っ
て
生
産
レ
ベ
ル
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

※

T
P
M
賞・・・Total 

P
roductive 

M
aintenance

（
＝
全
員
参
加
の
生
産
保
全・生
産
経
営
）に
よ
っ
て
成
果
を
あ

げ
て
い
る
国
内
外
の
事
業
場
等
を
表
彰
す
る
賞
。

東
北
佐
竹
製
作
所
が
創
業
50
周
年

　

サ
タ
ケ
は
こ
の
た
び
、公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、2
月
28
日
に
公
開
し
ま
し

た
。今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
主
な
目
的

は
、次
の
3
点
で
す
。

１
．個
人
の
方
、農
業
の
方
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
訪

問
者
に
最
適
な
情
報
の
提
供

２
．ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
端
末
に
適
応
し
た
表
示・操
作
性
の
提
供

３
．採
用
情
報
の
充
実
に
よ
る
学
生
へ
の
訴
求

　

こ
の
う
ち「
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
者
に
適
し
た
情

報
の
提
供
」に
つ
い
て
は
、多
岐
に
わ
た
る
訪
問

者
の
う
ち「
個
人
の
方
」「
農
業
の
方
」「
法
人
の

方
」「
就
活
生
の
方
」そ
れ
ぞ
れ
の
入
口
と
な
る

ア
イ
コ
ン
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
設
置
。見
た
い
情

報
を
迅
速
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
、本
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実

を
図
り
、訪
問
者
に
と
っ
て
よ
り
探
し
や
す
く
、使

い
や
す
い
サ
イ
ト
を
構
築
し
て
い
く
考
え
で
す
。

U
R
L　

https://satake-japan.co.jp/

サ
タ
ケ
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

サ
タ
ケ
は
、さ
る
3
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の

3
日
間
、タ
イ・バ
ン
コ
ク
国
際
貿
易
展
示
場
で

開
催
さ
れ
た「
V
I
C
T
A
M 

A
s
i
a 

2
0
1
8

（
主
催
：
V
i
c
t
a
m 

I
n
t
e
r
n
a-

t
i
o
n
a
l 

B
V
）」に
出
展
し
ま
し
た
。

　
「
V
I
C
T
A
M 

A
s
i
a 

2
0
1
8
」は
、

米
と
製
粉
、穀
物
、飼
料
に
関
す
る
ア
ジ
ア
最
大

級
の
展
示
会
で
、2
年
に
1
度
開
催
さ
れ
て
お

り
、今
回
12
回
目
を
迎
え
ま
す
。サ
タ
ケ
も
毎

回
、出
展
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
展
示・実
演
す
る
多
用
途
シ
ュ
ー
ト
式
光

選
別
機「
ピ
カ
選
α（
ア
ル
フ
ァ
）」は
、原
料
中
の

不
良
品
や
異
物
を
フ
ル
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ
で
識
別

し
、圧
縮
空
気
で
除
去
す
る
も
の
で
、さ
ま
ざ
ま

な
穀
物
や
豆
類
、加
工
食
品
等
に
対
応
し
ま
す
。

今
回
は
さ
ら
に
、飼
料
用
穀
物
の
挽
割
機
や
、ヘ

ン
リ
ー
サ
イ
モ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
製
粉
機
器
な
ど
の

紹
介
も
行
い
ま
す
。

　

タ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
市
場
に

お
い
て
、精
米
機
器
分
野
で
は
サ
タ
ケ
が
広
く
認

知
さ
れ
て
い
る
一
方
、製
粉
機
器
や
飼
料
用
機
器

の
分
野
で
の

認
知
向
上
が

課
題
で
す
。

今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
展
示

会
等
を
通
し

て
、幅
広
い
分

野
で
の
認
知

向
上
を
図
る

考
え
で
す
。

V
I
C
T
A
M 

A
S
I
A

2
0
1
8
に
出
展

　

4
月
11
日
か

ら
13
日
の
3
日

間
、東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
た
国
内
最

大
の
国
際
海
事

展
「
S
e
a 

J
a
p
a
n 

2
0
1
8（
主

催
：
U
B
M

ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）」に
、サ
タ
ケ
は
商
船
三
井
テ
ク
ノ
ト
レ
ー

ド
株
式
会
社
と
共
同
で
、「
バ
ラ
ス
ト
水
生
物
検

査
装
置
」を
出
展
し
ま
し
た
。

　
「
バ
ラ
ス
ト
水
生
物
検
査
装
置
」は
、船
舶
が

重
し
と
し
て
注
入・排
出
す
る「
バ
ラ
ス
ト
水
」中

に
生
存
す
る
生
物
個
体
数
を
推
定
す
る
装
置
。

国
際
航
路
を
航
行
す
る
船
舶
が
及
ぼ
す
影
響
か

ら
生
態
系
を
保
護
す
る
た
め
の
バ
ラ
ス
ト
水
管

理
条
約
が
昨
年
発
効
し
た
こ
と
で
、水
処
理
装

置
と
と
も
に
検
査
装
置
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

今
回
出
展
し
た
新
型
は
、検
査
時
間
が
15
分

と
従
来
の
半
分
に
短
縮
さ
れ
て
お
り
、動
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
両
方
に
、か
つ
L
、S
両
サ
イ
ズ
※

の
生
物
対
応
し
た
数
少
な
い
装
置
で
す
。従
来

よ
り
さ
ら
に
小
型
軽
量
化
も
な
さ
れ
て
お
り
、関

係
者
か
ら
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

※・・・バ
ラ
ス
ト
水
管
理
条
約
の
バ
ラ
ス
ト
水
排
出
基
準
で
規

定
さ
れ
て
い
る
生
物
の
サ
イ
ズ
。最
小
径
50
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
が
L
サ
イ
ズ
。最
小
径
10
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
50
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
が
S
サ
イ
ズ
。

S
e
a 

J
a
p
a
n 

2
0
1
8

（
国
際
海
事
展
）」に
出
展

　

サ
タ
ケ
は
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
推
進

の
観
点
か
ら
、昨
年
に
引
き
続
き
2
0
1
8
年

7
月
〜
8
月
の
5
週
間
に
週
休
3
日
制
を
試
験

的
に
実
施
し
ま
す
。

　

サ
タ
ケ
は
、福
利
厚
生
の
向
上
や
ワ
ー
ク・ラ

イ
フ・バ
ラ
ン
ス
推
進
の
観
点
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、昨
年
は
夏
季
の
5
週
間

に
週
休
3
日
制
を
試
験
的
に
導
入
し
、実
施
結

果
や
反
響
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

家
族
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
た
、十
分
な
休
息
が
と

れ
た
な
ど
、社
員
の
多
く
が
週
休
3
日
制
を
肯

定
的
に
捉
え
ま
し
た
。一
方
で
、社
員
の
約
2
割

が
展
示
会
対
応
や
顧
客
と
の
打
合
せ
、プ
ラ
ン
ト

の
建
設
現
場
作
業
な
ど
で
出
勤
し
て
お
り
、課
題

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、2
0
1
8
年
も
引

き
続
き
7
月
〜
8
月
の
5
週
間
に
か
け
て
週
休
3

日
制
を
試
験
的
に
実
施
し
、本
格
導
入
へ
の
検
証

を
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。今
年
は
、基
本
と
し

て
金
曜
、土
曜
、日
曜
日
を
休
み
と
す
る
と
と
も

に
、対
象
日
の
出
勤
を
回
避
す
る
た
め
業
務
計
画

の
見
直
し
や
客

先
へ
の
通
知
を

早
め
に
行
う
こ

と
に
し
ま
し

た
。な
お
、対
象

社
員
は
サ
タ
ケ

お
よ
び
グ
ル
ー

プ
会
社
2
社
の

約
1
2
0
0
名

で
す
。

2
0
1
8
年
も
週
休
3
日
制
を

試
験
的
に
実
施

浸炭窒化処理・羽根板二重構
造化

下部スクリュ
角フランジ型ユニットの採用

上下部スクリュ駆動部
メタルブッシュの採用

ロータリーバルブ駆動部

ベルト材質変更により耐久性
向上

バケットベルト
浸炭窒化処理・バー追加

上部スクリュ

高防塵性ベアリングの採用

昇降機上下駆動部

ステンレス板の追加

コンベアケース

ステンレス板の追加

昇降機上部

材質にステンレスを採用

スポート

材質にステンレスを採用

昇降機カバー

SRZ5500X SDR3000
~6500X

摺機 乾燥機

揺動アーム
軸の材質変更、揺動アームの
板厚増加、補強部品の追加

振動コンベア（コンロッド）
コンロッドの材質に鋳物を採用

飛散板
籾摺部飛散板の板厚増加

レッドロール
ゴムロールには高耐久の
レッドロールを標準装備

　

S
A
X
E
S
シ
リ
ー
ズ
は

各
部
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
て
な
い
耐
久
性
能
を
備

え
て
い
ま
す
。
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